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磁気圏近尾部高速流と双極子磁場構造の関係

Interaction of the dipolar magnetic field in the magnetotail and the fast plasma flow
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サブストーム時には磁気圏尾部の反平行磁場において磁力線再結合が起こることは知られている。磁力線再結合によ
りプラズマ高速流が形成されるがこのうちの地球向き成分は地球の双極子磁場やプラズマシートに存在するプラズマと
衝突する。そのため磁場のパイルアップを起こしながら減速していくという結果もあるが、これがカレントディスラン
プションやダイポラリゼーションと関係があるかということは長い間議論されているものの、いまだに明らかになって
いない。

本研究では Clusterの 4衛星同時観測データを用い、衛星間距離の広いケースにおける近尾部で地球向き高速流が観測
されたイベントについて、その空間構造と特性を調べた。その結果、明瞭な地球向きの高速流及び大規模 bipolar Bz構
造の移動とともに、大規模振幅の電場とwhistler波動の存在を同定した。高エネルギー電子の加速粒子は他のインターバ
ルと異なりベータトロン加速的な垂直方向加速が明瞭には見られない。一方で準定常的なダイポラリゼーションは高速
流終了後に観測されそのタイミングは地球からの距離に依存する。この時顕著な Bzの増加を示す地球寄りの衛星が再び
強振幅電場振動を示すことも示され、これは drift lower-hybrid waveと考えられる。これらの結果をもとに、磁気圏近傍
における高速流の先頭からダイポラリゼーションにかけての時間的・空間的変化に関して議論する。


